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《 国産大豆 》 

19 年産大豆は、作付減少、集荷増加の見込 
 農水省は、６／２８に国産大豆協議会を開催し、平成 19 年産大豆の生産状況等について報告され

ました。それによると、作付面積は１４万ｈａ（１８年産は１４万２１００ｈａ）、収穫量は２３万

トン（平成１８年産は２２万９２００トン）とされました。 
また、全農、全集連の生産計画によると、作付予定面積は、１０万８３１３ｈａ、集荷予定数量

は、１６万８９０３トンとされました。 
そのうち、全農分は、作付面積１０万５８６５ｈａ（１８年産は１１万２５２ｈａ）で、前年比

９６％。宮城、愛知、佐賀が増加し、北海道、栃木が１割以上減少の見込みです。集荷見込は、１

６万２８１０トン（１８年産１５万５４３０トン）で、前年比１０５％。昨年、台風の被害を受け

た福岡、佐賀が大幅に増加し、北海道、栃木が作付面積減少の影響で、１割以上減少の見込みです。 
主要品種の動向をみると、作付面積が増加するのは、タンレイ（前年比１１８％）、ミヤギシロメ

（前年比１０９％）、ナカセンナリ（前年比１０６％）、あやこがね（前年比１０５％）、フクユタカ

（前年比１０２％）です。 
そして、作付面積が減少するのは、スズマル（前年比７０％）、納豆小粒（前年比８３％）、とよ

まさり（前年比８９％）等です。 
集荷見込が増加するのは、むらゆたか（前年比２４５％）、フクユタカ（前年比１４２％）、サチユ

タカ（前年比１３０％）、おおすず（前年比１１２％）、タンレイ（前年比１１１％）等です。 
そして、集荷見込が減少するのは、スズマル（前年比５９％）、納豆小粒（前年比７５％）、とよ

まさり（前年比７８％）等となっております。 
全集連分は、作付面積２４４８ｈａ（１８年産不詳）、集荷見込６０９３トン（１８年産７６１３ト

ン）で、前年比８０％です。全農同様に北海道での作付面積減少が、集荷見込の減少に影響してお

ります。納豆向けの大豆、北海道産大豆の減少による市場への影響が懸念されます。  
 
 
７月の落札率は挽回したが、価格は下落 

７月に２回実施された１８年産国産大豆の第１７～１８回入札結果は、日本特産農産物協会の発

表によりますと、上場数は８４７２ｔ、落札が３１０６ｔ、落札率が３７％、平均落札価格は前月

比６０ｋｇ／７５６円安という結果となりました。落札率は、半年振りに上昇したものの、価格は、 
全体的に下落している状況です。ただし、北海道産大粒とよまさりは、７４４４円と先月よりも値

上がりしております。 
次回の入札は、８／８に４０００ｔ程度上場予定です。これで、１８年産大豆の入札は終了とな

りますので、ご希望の銘柄がございましたら、弊社の営業担当者までご連絡下さい。 
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産地での天候悪化の懸念も産地での天候悪化の懸念も 
中国産大豆の一大主産地である黒龍江省統計局からの情報によると、‘０７年度黒龍江省におけ

る栽培面積は、トウモロシ５２１９万畝（ムー）（前年比１７．５％増）、水稲３５４３万４千畝（前

年比１３．１％増）、小麦３５６万畝（前年比４．３％減）、大豆５２９７万畝（前年比１０．３％

減）となっており、当初の予測通りトウモロコシの大幅増、大豆の大幅減となっております。 
  また、黒龍江省防水抗乾センターの情報では、同省の一部地域で少雨、旱魃に見舞われて多くの

貯水池が底をついている状況になっていたり、旱魃の影響で、一部作物は生育速度が遅くなったり

止まったりしている状況が散見されております。今後も引き続き天候に注視する必要があります。 
 ＊ １畝（ムー）＝ 約０．１６６７エーカー ＝ 約６．７アール 
 
 
《 北米産大豆 》 
米国大豆作付面積、収穫面積が大幅減少（０７／０８年度） 

アメリカ農務省が６／２９に発表した米国大豆予想作付面積、収穫面積によると、予想作付面積

は、前年比１５．１％減少の６４０８万エーカーとなり、３月の意向調査（６７１４万エーカー）

よりも大幅に減少しました。予想収穫面積も同様に、前年比１５．２％減少の６３２９万エーカーと

なりました。これは、‘９５年以降で最低の水準で、トウモロコシへの作付け移行が要因となってお

ります。また、’０７年の米国大豆のＧＭ大豆の予想作付比率も発表され、前年よりも２ポイント

上昇して９１％となりました。 

さらに、アメリカ農務省が７／１２に発表した世界の大豆生産高予想では、２億２２０５万トンと

前回よりも１．５％減少（３２８万トン減少）されました。これは、アメリカの作付面積が大幅に

減少されたことが影響しております。 
 

 
 
《トピックス》 
南米産大豆セミナー開催予定 
  バイオエタノール需要の影響で、大豆の国際相場は日々予断を許さない状況です。今後、ＮＯＮ

ＧＭＯ大豆の供給においても、手当てが厳しい状況になってくるものと思われ、北米産に限らない新

たな大豆産地を開拓する必要に迫られてきております。 
そこで、弊社では、９月上旬、仙台におきまして、南米産大豆の動向についてのセミナーを開催い

たします。当日は、商社のブラジル（サンパウロ）支社から講師を招く予定ですので、是非ともご

参加頂きまして、現場の生の声を実感して頂ければと思います。詳細については、弊社の営業担当

者にお問い合わせ下さるようお願い申し上げます。 


